
北 イ ン ドのバ ジ ャン(讃 歌)に お

け る方 言 とス タ イル の使 い 分 け

坂 田 貞 二

1

バ ジ ャ ン(ahajan)*と は, 神 の 姿 や徳 を讃 え る歌 謡 を さす 語 で あ り, そ れ は南

イ ン ドで は 男 女 の集 団 に よ り合 唱 され るが, 北 イ ン ドで は 数 名 の 男性 に よ り歌 わ

れ るの が 通例 で あ る。

北 イ ン ドの バ ジ ャ ンは, つ ぎ の2種 に大 別 で き る:

(1)神 の徳 や姿 を讃 え る宗 教 的 内容 の もの。

(2)神 を 物 語 の な か の人 物 と して登 場 させ て 人 間 の側 に近 づ け た り, 伝 説 また

は 実 在 の人 物 を と りあ げ た り した世 俗 的 な もの。

宗 教 的 な バ ジ ャ ンに あ つ て は, 神 の姿 や 徳 が静 止 的 に讃 え られ, した が つ て 抽

象 的 な歌 謡 とな つ て い る の に た い して, 世 俗 的 なバ ジ ャ ンの ば あ い は, 神 も人 間

も物 語 の特 定 の場 面 で ど の よ うにふ る まつ た か とい う形 で描 写 され, 具 体 的 な叙

事 詩 とな つ て い る。

本 稿 は, 筆 者 が1973年 の夏 に北 イ ン ドの サ ト ワ ー イ ー村(Village: Satwai, 

District: Meerut, Uttar Pradesh)に お い て直 接 に観 察 ・録 音 しえ た 三 つ の バ ジ

ャ ン ・パ ー テ ィ ーの 詠奏 を対 象 と して, そ の方 言 と ス タ イル が バ ジ ャ ンの進 行 の

過 程 で どの よ うに使 い分 け られ て ゆ くか を考 察 す る もの で あ る。

三 つ の パ ー テ ィ ーの バ ジ ャ ンは, いず れ も上 の分 類 の 「世 俗 的 な もの」 に属 し, 

形 式 的 に は韻 文 の 詠 唱(大 鼓, タンバ リン, 卓上オルガ ンな どの伴奏 つき)と, そ れ

を 補 い 説 明す る講 釈 とか ら成 る。 以下 で 詠唱 ・伴 奏 ・講 釈 の 統体 を詠 奏 とい う。

これ ら のバ ジ ャ ン で使 わ れ た 言語 は, 共 通 ヒ ンデ ィー語 を基 盤 と して い るが, 

そ の うえ に調 査 地 点 の 方 言 た る カ リー ・ボ ー リーお よ び その 他 の諸 方言 の特 徴 が

*バ ジャンの定 義, その北 イ ン ドにおける実態, サ トワーイー村 の三つ の パ ー ティー

の詠奏 などについては, 拙稿 「北 イ ン ドのバジャン(讃 歌)と その揚 一村落 での

見聞 を中心 として」(『拓殖大学論集』103号, 昭和50年)を 参照。本稿 は そ の拙 稿

を補 うもので ある。
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部分的にかぶさつている。また, スタイルについては, これらはやや古い感 じの韻

文から現代共通語の韻文, 改まつた演説 口調の話 しことばから内輪で使 うくだけ

た会話体に及ぶ幅広いものを, バジャンの内容と聴衆の反応に応 じて使い分けるひ

II

以下では, 対象とする各パーティー(グ ループ)の 詠奏したバ ジャンの録音か

ら一部を抄出し, ついでその特徴を説明する。

各パーティーの詠奏は2時 間から5時 間にも及ぶが, 長大なテクス トを抄出す

るさいは, 本稿の資料 として有意な部分に着目したほか, 併せて抄出部分が各バ

ーティーのバジャンの全体像を反映するようにも配慮した。

引用テクス ト中, “ ”のなかは散文の講釈や説明, ##で 囲まれた部分は1

韻文の詠唱。テクス トの下の～ はそこの音素(群)に, また はその形態に

着目しつつ考察を加えることを予示する。個々の音の表記で注意を要する補助詑

号などについて列挙すると, 母音のうえの横棒は長母音記号(た だしe, oは 長母

音記号がなくとも長母音, それらの短母音は, る, 6と 表記); 母音のうえの ～は鼻音化

記号; sは 〔∫〕; p, r, sな どに見られる文字の下の黒点はそり舌音記号; ()

のなかのaは その音のきこえが小さい ことを, それぞれ示す。

(a)聖 牛奉仕協会のバジャン

このパーティーは, 聖牛保護のキャンペーンのバジャンを詠奏 し, カンパを募

るものであつて, 村から村へと流 して歩いている。詠奏するバジャンはすべて協

会の作になる。

主詠奏者が全聴衆に呼びかけながら, 
“yhe hai apne dharm ka parcar”

全 体 は共 通 語 の 改 まつ た 口調 だ が, 下 線 部 は共 通 語 でpra-と され る もの が.

こ この方 言 が語 頭 の 子 音 連 続 を き ら う傾 向 を もつ こと の影 響 で こ うなつ た もの と

思 われ る(以 下 これをS. pra-L.par-と 略記す る)。

主 詠 奏 者 が 子 供 た ち にむ か つ て, 

“baith karke bare premse sune raho.”

下 線 部 は共 通 語 でsunteと され る が, こ この方 言 のsmaiに 近 い 形 が 用 い

られ て い る。 なお, prem(「 愛情」, ここでは 「心」の意)と い う語 に お い て は, こ

この方 言 の前 述 の傾 向 に もか か わ らず 語 頭 に子 音 連続 が現 われ てい る。 この 形 は。

こ この 方 言 で はふ つ う使 われ ない の で, 共 通 語 の形 が借 用 され た ら しい。
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主 詠 奏 者 が バ ジ ャ ン の 講 釈 を し な が ら, 

“ uski tamam hi dos, tamam hi rog dur ho jate hain.”

-S. dos→L. dos.

“ kailas parbat ki sikha se…….”

S.s→L.sの 傾 向 が 語 頭 で も現 わ れ た 例。

詠 唱 部 分 で は つ ぎ の よ う な 個 所 が あ る:

#bhais ke dudh me sor rahe.#

#yhe haridvar gau sala ka hai parcar.#

これ らで は共 通 語 にお け る と 同 じ く 忌 音 を保 存 して い て, 講 釈 部 分 に お け

る よ うにsに 変 え て は い な い(以 下 これをS.s=L.sと 略記す る)。 た だ し, 同 じ

詠 唱部 分 で も語 末 で はmarisの よ うにS.s=L.忌 の 例 が あ るい つ ぼ う, S.nas

→L.nasと してい るば あ い もあ る。

この よ うに, このバ ジ ャ ンで はS誘 →L.sの 出現(方 言 の影響)は, 講 釈 部 分

で 一般 的 で あ り, 詠 唱 部 分 で は その 出 現 が み とめ られず に共 通 語 の形 が 保 存 され

てい るば あ い が 多 い が, 同部 分 の語 尾 で は と き にS.s→L.sが 出現 す る。 なお, 

この バ ジ ャ ンで は方 言 の特 徴 は 音 韻 レヴ ェル に と どま り, 形 態 に は ほ とん ど現 わ

れ て い な い。

(b)村 の ア マ チ ュア ・パ ー テ ィー の バ ジ ャン

この村 に在 住 し, この村 と近 くの 村 々の 小 学校 で教 師 を してい る人 た ちの グル

ープ。 レパ ー トリー はい ろい ろ あ るが, 以 下 の テ クス トはい ず れ もク リシ ュナ の

誕 生 に 関す る伝 説 か ら と られ てい る。 主 詠奏 者 の 自作 と の こ とだ が, 古 典 的 な 文

学 作 品 や専 門 家 のバ ジ ャ ンか ら多 くの影 響 な い しは流 用 が あ る ら しい。

冒頭 で主 詠 奏 者 が 演 目の解 説 を しな が ら, 

“jis vakt srikrisn ji jel ke andar janam le lette hain, ……, bo is ragini me

sunle.”

音 韻 で は伝 説 の人 物 ク リシ ュ ナの 共 通語 形srikrisnが 方 言 の形 で現 わ れ て

い る(す なわちS.s→L.s, S.s→L.s, S.P→L.n)。 形 態 で はS.lete→L. letteが あ

る い つ ぼ う, 文 末 の 依 頼 形 はS. sunieの ま までL. suniyoと は な つ て い な い。

詠 唱 部 分 で はつ ぎの よ うな 特 徴 が 見 られ る:

#sab(a)ek sur me ram manao.#

-sab(a)は 現 代S. で はsabと 子 音 で終 わ る が, こ こで は息 の 切 れ 目 で 古 い

韻 文 の特 徴 を残 して, き こえ の小 さいaを 付 加 してい る。 次 行 以 下 のpran(a), 
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soc(a)な ど も同 じ例。

#mo piya mere sut ke prap(a)bace, …….#

moと い う古 い ブ ラ ジ ュ ・バ ー シ ャ ー方 言 の形 が混 入。 主 題 の ク リシ ュナ 信

仰 の文 学 の多 くが 同 方 言 の や や古 い層 に よ る ことの影 響 と思 わ れ る。

#srikrisn(a)ne god me leke cal pare gopal.#

冒頭 の 個 有 名 詞 で, 語 頭 で はS.s→L.sだ が, 語 中で はS.sn=L.snで あ

る。 形 態 で は 目的 を示 す 後 置 詞neが, カ リー ・ボ ー リー方 言 に隣 接 す るハ リヤ

ー ニ ー方 言 か らと られ てい る。

#kinare par kharya hoke raja karta soc(a)bicar.#

-S. khara→L. kharya。

この 詠 唱 で は, こ この方 言 の特 徴 が 音 韻 と形 態 の両 面 で頻 繁 に現 わ れ, さ らに

主 題 の せ い もあ つ て隣 接 地 域 の方 言 や 古 典 的 な 言語 の形 態 も混 入 してい る。 なお, 

同 一 の個 有 名 詞 が, 講 釈 で はsrikrisnと 方 言 の形 に な り, 詠 唱 で は古 く改 ま つ

た形 に近 くsrikrisp(a)と な るの が と くに注 目され る。

(C)職 業 的 な パ ー テ ィー のバ ジ ャン

ブ リム ・ス ィ ン フ氏 ら3名 か ら成 る この パ ー テ ィ ーは, この地 方 一 帯 で 結 婚 式

や 祭 礼 の 折 に招 か て 詠奏 す る の を職 業 とす る。 サ トワ ーイ ー村 へ は, 旧地 主 に招

か れ て, 富農 層 の立 場 か らの反 政 府 デ モの 資 金 と要 員 を募 りに や つ て きた。 バ ジ

ャ ンそ の もの は, 主 詠 奏 者 の師 の編 ん だ 『マハ ー ・バ ー ラ タ』 の バ ジャ ン版 に よ

つ て い る。

主 詠奏 者 が 冒頭 で この集 ま りの意 義 を 説 きな が ら, 

“dekhie, ap logo ke samne ye ab cautha program suru hone ja raha hai, ……."

S.s→L.sが こ こに もみ とめ られ る。 文 体 は改 まつ た 演 説 口調 で あ る。

この 日の 出 し物 の講 釈 を しな が ら, 

“arjun bollya ki apna asli rup chupauga main.”

S. bola→L. bollya。

詠 唱 部 分 で は, シ ブ シ ャル マ ー な る登 場人 物 の 名 が, 初 出 の さい はsib sarma

とS.s=L.sだ が, 10分 ほ ど あ とで この名 が 何 回 も用 い られ る とき はsibsarma

(S.s→L.s)と な つ てい る。 また, 同 じ く詠 唱 部 分 で, 

#phir jamana yo rahne layak na, …….#

#jara kari na der, …….#

な ど にみ られ る よ うに, S. yhe→Lyo, S.ki→L.kariと い つ た こ この方 言 の 形
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態が頻出している(た だし, 詠唱部分でもはじめの数分間ではこれらはすべてS=L)。

十分な資料を提示する紙幅がないが, このバジャンは, 改まつた演説 口調の講

釈にはじまり, 共通語でバジャン詠唱をし, やがて講釈 ・詠唱ともにここの方言

の特徴を大幅にとり入れて, 聴衆を引きつけている。

III

以上の考察からつぎのことがらが明らかとなつた。

(a)～(c)の バジャンは, すべて共通語を基盤としている。ただ し, 各 々は

つぎのような個性をもつ。

聖牛奉仕協会のバジャンは, 音韻 レヴェルに限つてこの地方の方言の特徴を含

む(=詠 奏者が広く歩くので土地になじんでいない)。

村のアマチュアのバジャンは, 音韻 ・形態両面でこの地方の方言をとり入れて

いるほか, 主題と関連の深い方言の特徴をもときに現わしている(=古 い韻文を知

るこの土地の教員たちが詠奏している。)。

職業的パーティーのバジャンは, 音韻 ・形態の両面で共通語的な改まつた もの

からはじめて, しだいにローカル ・カラーを濃 くしている(=職 業的パーティーが

外界と村との接点をもたらしている)。

このように, バジャンの方言とスタイルの使い分けは, 各パーティーが聴衆や

主題との関連において果たす役割を高度に反映している。

なお, それぞれのパーティーの詠奏のなかで, 詠唱部分が共通語形に近 く, 講

釈部分が方言形に近 くなる傾向がある。

音韻レヴェルで方言の特徴の現われた語旬の語源を探ると, それ らはすべてサ

ンスクリット語からの古典借用なので, それらは言語学的には, sの 音や語頭の

子音連続をもたないこの地方の方言を母語とする詠奏者たちが, 古典借用と意識

しているときはもとの音を保存するが, そうでないときにはその音を母語の側に

引きつけて発音 していることによる, と解することができよう。
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